
【講演】「子育て・子育ちを地域で支えるために」

【講師】立命館大学産業社会学部 現代社会学科人間福祉専攻
教授 石田 賀奈子 様

子どもや家族の在り方、コロナ禍における子どもの状況、子どもの頃のポジティブ
な経験の大切さ、地域で子どもや家庭を支援するために必要な視点などについて
御講演いただきました。地域の子育て支援や家庭教育支援に携わっている方約８０
名の参加がありました。

・家庭、地域、学校がそれぞれの役割で連携することで
救われ、改善されることがあることを知りました。
・ポジティブな考えができるよう、物事を前向きにとらえ、
子ども一人一人に寄り添っていきたいと思います。
・子どもたちが周りの大人に支えられ、何かあれば助け
てもらえる、という安心感を持つことができるよう、自分
の立場で何ができるか、これからも考えていきたいです。
・今後子どもたちと今日の話を共有して、心に寄り添っ
ていきたい。また親、家族以外の地域との関わりの大切
さを理解できました。「自分の人生を温めてくれる経
験」を重ねていきたいです。

・ラウンドテーブルで、それぞれの立場の方から、子どもや
親との関わり方の難しさや楽しさを聞かせてもらった。子ど
もたちを見守っていきたいという思いは共通だと感じました。
・子どもの幸せのために何ができるかを様々な視点から考
えたとき、コミュニティが大切だと再確認できよかったです。
・普段感じている子育て支援についての様々なことを話すこ
とができたのも貴重な時間でした。
・他地域での活動をお聞きできてよかったです。ヒントにさ
せていただき、今後に生かしていければと思います。

講演感想

ラウンドテーブル
感想

日 時：令和５年８月１日（火）午後１時から同４時２０分まで
場 所：木津川市山城総合文化センター（アスピアやましろ）
参加者：子育て支援関係者、幼稚園・保育所（園）職員、 小・中学校教

職員、教育委員会家庭教育担当者 等


